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平成２８年度研究開発実施報告書（要約） 

 

１ 研究開発課題 

鳥取県の人口は現在約６０万人であるが、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の都

道府県別将来推計人口」（平成２５年３月推計）によると、２０４０年には４４万人に減

少するとともに、高齢者人口は２６％から３６％へと急増することが予測されている。人

口減少が進む地方では、今後、地域の生活を誰がどのように支えていくかが大きな課題と

なる。 

このような現状の中で、「高校生として地域に貢献する活動を通じて、将来の地域を支

える人材を育成する」ことをテーマとし、地域の教材化と、それをもとにした普通科高校

としてのキャリア教育の指導に関する研究開発を行う。 

 

２ 研究の概要 

（１）地域特性の教材化 

地域特性（産業分野、地学・地理［山陰海岸ジオパーク］分野、歴史分野など）を分析

して、高校生が取組可能で地域貢献に有効な素材を選んで教材化し、「学校設定科目」と

して開発するとともに、各類型の専門科目として教育課程への位置づけを研究する。 

（２）地域に直結した実習等の取組 

「総合的な学習の時間」において、地域の企業・団体の協力を得ながらインターンシッ

プを行い、地域特性に対する理解を深める。その上で地域の抱える課題を明確にし、地域

への貢献につながる取組のあり方について研究を行う。 

（３）本校キャリア教育への組込 

（１）で位置づけた「地域特性を教材化した学校設定科目」と各類型の専門科目及び（２）

で具体化した「総合的な学習の時間」を活用した地域に直結した取組を現在のキャリア教

育に組み込み、３年間を見通したキャリア教育の新しいカリキュラムをつくる。 

 

３ 研究の目的と仮説等 

（１）研究仮説 

本校が位置する鳥取県岩美郡岩美町は、平成２２年に世界ジオパークネットワークへの

加盟が認定された「山陰海岸ジオパーク」の西部に位置する。鳥取県では、世界ジオパー

クネットワークへの加盟認定を好機として、県を挙げて観光立県を目指す取組を進めてい

る。過疎化と高齢化が進む地元の岩美町でも、町を挙げて地域活性化への取組を開始した。 

本校はそのような岩美町にある唯一の高校であり、「山陰海岸ジオパーク」を活用して

地域振興を目指す町に貢献する人材を育成するために、研究開発課題を設定した。 

世界ジオパークの認定にあたっては、地質に関する自然遺産を保護するだけでなく、教

育や地域の活性化に生かすことも目的としており、地学・地理以外の分野も含まれる。そ

のため、キャリア教育の視点でアプローチすれば、より多くの分野において地域との連携

が可能となる。 

教材化された地域特性の各分野の基本的な部分については、本校の全類型で学校設定科



目を利用して共通に履修し、専門的な部分については、各類型の特色を生かした専門科目

の中で履修する。そして全学年で「総合的な学習の時間」を活用した体験学習などを実施

してカリキュラムを体系化し、地域と直結したキャリア教育を推進していきたい。 

この研究開発によってこれまで本校が取り組んできたキャリア教育が、「地域を学んで

地域の過去と現在を理解し、地域での経験を生かしてその将来と自分との関わり方を見据

える」という、より地域に根差した新しいキャリア教育へと発展させることが可能になる

とともに、地域に根差した教育により地域を支える人材を育成し、過疎化と高齢化が進む

地域の振興に学校が貢献できるのではないかと考える。さらに、地域の特性に着目し、そ

の将来像を見据えた上で、過疎地の生活を誰が、どのように支えていくかが大きな課題と

なる。そのため地域社会と一体となって持続可能な社会の担い手を育成する教育活動をさ

らに推進していくことが本校のミッションではないかと考える。 

以上のように、「山陰海岸ジオパーク」も含めた幅広い分野での地域に根差したキャリ

ア教育及び人間力の向上を目指していきたい。 

この新しいキャリア教育の手法が確立されれば、それぞれの地域の特性（財産）を生か

した教育が日本中の様々な地域で展開可能になると考えている。 

 

（２）教育課程の特例 

平成２６年度入学生の理科について「科学と人間生活」の履修を行わず、理科の「基礎

を付した科目」１科目の履修での卒業を可能とする。 

 

４ 研究内容 

（１）教育課程の内容 

ア 学校設定科目「ジオパーク３」の目標 

（ア）自分たちの活動成果を適切にまとめ、目的に応じて構成や展開を工夫してわかりや

すく発表する能力を養う。 

（イ）自分たちの活動成果をもとに発見した、地域の一員としての自己の在り方生き方を

表現する能力を養う。 

（ウ）類型ごとの地域に貢献する活動を後輩に対してＰＲし、岩美高生として後輩に活動

をつなごうとする態度を育てる。 

 

イ 学校設定科目「ジオパーク３」の内容 

（ア）研究活動・地域貢献活動 

（イ）活動のまとめと発表準備 

（ウ）活動の発表 

（エ）活動の振り返りと成果物作成 

 

ウ 学校設定科目「ジオパーク３」の年間指導実績 

記号 時数 項目 

（ア） １０ 研究活動・地域貢献活動 

（イ） １ 浦富海岸一斉清掃 

（ウ） １３ 活動のまとめと発表準備・練習 

（エ） ２ クラス別発表会 

（オ） ５ 成果発表会 



（カ） １ 成果発表会の反省等 

（キ） １ アンケート調査 

（ク） ３ 活動の振り返り 

 

エ 学校設定科目「ジオパーク３」の指導方法等 

 （ア）研究活動・地域貢献活動 

平成２７年度に実施した学校設定科目「ジオパーク２」において編成したグループご

とに、平成２８年３月に開催した「中間発表会」での指摘等を踏まえながら、８月末ま

で活動を展開した。各グループの編成と具体的な活動内容は以下の通りである。 

進学類型 

いわみ音楽祭と田村虎蔵の世界（生徒４名） 

  …音楽祭３０周年記念誌の編集、音楽祭の企画・運営 

※岩美まちづくりの会との連携 

道の駅「きなんせ岩美」の活性化（生徒４名） 

  …道の駅切符の商品化、ＰＲキャラクターの考案、インフォメーション体験 

    ※道の駅「きなんせ岩美」との連携 

ジオランニング ｉｎ ＩＷＡＭＩ（生徒５名） 

  …岩美町内のランニングコースの開発、ＰＲパンフレット・動画の作成・配布 

※岩美町観光協会の協力 

ジオラマ ～岩美チョーラブ～（生徒６名） 

  …岩美町のジオラマの作成 

※公立鳥取環境大学・鳥取県立博物館での研修 

観光・スポーツ類型 

未知なる味を探して（生徒６名） 

  …うまいもん甲子園への出品（岩美の食材を用いた餃子） 

 ご当地食材開発ラボ（生徒６名） 

  …うまいもん甲子園への出品（トルティーヤ） 

 ジオｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（生徒５名） 

  …ジオパークに関する新しいスポーツの提案（ジオｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、ジオロ

ッククライミング） 

 ジオパーク広め隊！！（生徒６名） 

  …ＳＮＳによる町内の名所や学校の活動の情報発信、岩美町役場での聞き取り調

査、神戸大学附属中等教育学校との交流、岩美現代美術展の補助 

 商品開発部 ～砂丘のパール～（生徒５名） 

  …らっきょうを用いた商品開発（チップス、ハンバーグ等） 

福祉類型 

 「岩美町 花いっぱい運動」の展開（生徒６名） 

  …国道９号線沿いの空き地と岩美町観光協会前に花壇を整備 

※岩美まちづくりの会との連携 

 「岩美ジオカルタ大会」の開催（生徒４名） 

  …「岩美ジオカルタ」の製作、「岩美ジオカルタ大会」の開催 

※公立鳥取環境大学の協力 

 岩美の恵みで“ものづくり”（生徒６名） 



  …塩・豆腐づくり、写真立て・グラス製作、岩美現代美術展に出展 

※「東浜体験グループ」による指導 

 （イ）浦富海岸一斉清掃 

地域の清掃活動として山陰海岸ジオパークに含まれる浦富海岸の清掃を行った。社会

の一員としての意識を高めるとともに地域に貢献することを目的として実施した。 

 （ウ）活動のまとめと発表準備・練習 

８月３１日から１１月７日にかけて「研究活動・地域貢献活動」のまとめとして成果

発表会にむけての準備・練習を行った。 

（エ）クラス別発表会 

１１月２日にクラス別発表会を実施した。第２学年の生徒が見学する中で成果発表会

を見据えながら各グループが発表を行った。 

 （オ）成果発表会 

１１月８日に成果発表会を実施した。各クラスの代表（５グループ）による口頭発表

と全てのグループによるポスター発表を行った。 

 （カ）成果発表会の反省等 

１１月９日に成果発表会の反省を行った。成果発表会の記録の完成及び感想文の記入

を行った。 

 （キ）アンケート調査 

１１月１６日に「キャリア教育アンケート」、「学習生活アンケート」、「心理測定

尺度（情報活用の実践力尺度）」の調査を実施した。なお、「理科アンケート」につい

ては理科の授業で実施した。 

 （ク）活動の振り返り 

１２月７日から１月１８日までグループごとに活動の反省、成果物作成、連携先への

挨拶、地元中学校の生徒・教員への発表、学校ホームページでの活動の発信等を行った。 

 

オ 学校設定科目「ジオパーク３」の指導方法等は適切であったか 

「研究活動・地域貢献活動」においては「地域の教材化」「地域との連携による生徒

のキャリア発達の促進」「教科学習で得た知識や技能の活用による類型の特色の発揮」

に重点を置いており、これらの重点を踏まえつつグループごとにテーマを設定し、活動

を開始した。活動が進展するにしたがって、活動の方向性の転換や修正を求められる場

面が多々生じたが、最終的に「地域の教材化」を進めることができた。ただ、一部のグ

ループでは地域との連携の不足や類型の特色を生かしきれていない部分がみられた。そ

れでもグループごとに生徒が協働しながら一つの目標に向かって活動を展開していくこ

とは、生徒のキャリア発達を促す上で有効であったと考えられる。 

また、本活動では５名の担当教員の指導に加え、２名の学校魅力化コーディネーター

（岩美町の「地域おこし協力隊」として採用され、本校で勤務している職員）や鳥取大

学でキャリア教育を専攻している学生の支援も得た。特に学校魅力化コーディネーター

は岩美町とのパイプを生かしながら様々な地域の素材を発掘しており、活動の充実に大

きく寄与した。今後、本活動のテーマの一部については平成２８年度以降の入学生を対

象として「総合的な学習の時間」で実施する地域課題解決学習（名称「イワッツ・ミッ

ション」）においても継続し、発展させていく。 

 

 

 



（２）研究の経過 

 実施内容等 

第１年次 

校内研究推進委員会の設置（研究計画の検討・作成、運営） 

①地域特性の分析 

②地元関係機関の意見を聴取し、有効な地域素材を選択 

③地域特性の教材化 

 ④地域教材を扱う新学校設定科目と類型毎の専門科目を決定し、カリキ

ュラムを編成 

⑤新学校設定科目の学習評価の評価規準を検討 

⑥キャリア教育プログラムの再構成（キャリアファイルの作成） 

⑦「総合的な学習の時間」の活用法や関連行事（職場体験実習等）の計

画作成 

⑧第１学年の指導方法の研究 

第２年次 

第１学年で特例教育課程を実施 

 ①校内研究推進委員会の設置開催。学校設定科目「ジオパーク１」の実

施内容及び「ジオパーク２」「ジオパーク３」の内容の方向性を検討。 

 ②「ジオパーク１」担当者による「担当者打合せ会」の開催。単元毎の

実施内容、目標、指導計画、学習評価について検討。 

 ③生徒アンケート及び保護者・地域アンケートの実施と結果分析。 

「ジオパーク１」での指導目標と生徒に付けさせたい力の明確化。 

 ④運営指導委員会を設置開催。「ジオパーク１」での実施内容と学習評

価について助言及び検討。 

 ⑤公開授業及び文部科学省現地調査により研究開発内容を検証。課題の

再確認、今後の方向性等について検討。 

 ⑥「ジオパーク１・２・３」全体計画について指導目標、生徒に身に付

けさせたい力、年次指導目標、評価の観点と評価規準等の見直しと修

正。 

 ⑦地域連携、地域貢献に取り組む先進校の視察。 

 ⑧学習評価の方法（生徒アンケート、心理測定尺度、ルーブリック評価

等）についての研究。 

第１学年での取組を検証、カリキュラムの評価・点検・修正。 

第３年次 

第２学年で特例教育課程を実施 

 ①校内研究推進委員会の開催…学校設定科目「ジオパーク２」の実施内

容及び「ジオパーク３」の内容の方向性を検討・確認 

 ②運営指導委員会の開催…「ジオパーク２」の実施内容と学習評価につ

いて助言及び検討 

 ③「ジオパーク２」担当教員による打合せ会の開催…各単元の実施内容、

目標、指導計画、学習評価について検討 

 ④「ジオパーク２」の実施…インターンシップ事前・事後学習、浦富海

岸健康マラソン、「夏のジオパーク この１枚」の発表、浦富海岸一

斉清掃、研究活動・地域貢献活動、中間発表会等 

 ⑤発表会への参加…ＡＰＧＮポスター発表会、村高フォーラム２０１５、

地域創造ハイスクールサミット２０１５ ｉｎ 北栄等 

 ⑥ジオパーク学習の実施…６月と９月に第１学年を対象に実施 



 ⑦指導方法と学習評価の研究…地域連携の方法、ルーブリック評価、Ｏ

ＰＰＡ（一枚ポートフォリオ）等 

 ⑧各種アンケートの実施…キャリア教育、学習・生活、心理測定尺度（情

報活用の実践力尺度）、理科 

 ⑨先進校の視察…和気閑谷（岡山）、倉敷南（岡山）、桐蔭中・高（和

歌山）、高根沢（栃木） 

 ⑩「ジオパーク３」の成果発表会の計画 

第２学年での取組を検証、カリキュラムの評価・点検・修正 

第４年次 

第３学年で特例教育課程を実施 

 ①校内研究推進委員会の開催…学校設定科目「ジオパーク３」の実施内

容、研究発表会の実施内容、指定終了後の方向性等を検討・確認 

 ②運営指導委員会の開催…「ジオパーク３」の実施内容と学習評価、指

定終了後のあり方について助言及び検討 

 ③「ジオパーク３」担当教員による打合せ会の開催…各単元の実施内容、

目標、指導計画、学習評価について検討 

 ④「ジオパーク３」の実施…研究活動・地域貢献活動、浦富海岸一斉清

掃、成果発表会、活動のまとめ等 

 ⑤発表会等への参加…地域創造ハイスクールサミット２０１６ ｉｎ 

北栄（地震のため中止）、いわみ地域創生チャレンジフォーラム２０

１６、高校生ジオパークキャンプ（豪雪のため中止）等 

 ⑥ジオパーク学習の実施…第１学年を対象に実施 

 ⑦イワッツ・ミッションの計画・実施…第２学年及び第１学年を対象と

する地域探究学習・地域貢献活動 

⑧研究発表会の計画・実施 

 ⑨指導方法と学習評価の研究 

 ⑩各種アンケートの実施…キャリア教育、学習・生活、心理測定尺度（情

報活用の実践力尺度）、教員 

 ⑪先進校の視察 

３年間の特例教育課程の取組を検証、研究開発学校指定４年間の総括 

カリキュラムの評価・点検・修正、新しいキャリア教育のカリキュラム

を策定 

 

（３）評価に関する取組 

 評価方法等 

第１年次 

・研究終了時に、研究計画について本校職員アンケート 

・地元関係機関へのアンケート 

・運営指導委員の評価 

第２年次 

・学校設定科目「ジオパーク１」でのキャリア発達の指標として当該学年

生徒を対象に「キャリア教育アンケート」を６月と１月に実施。全国の

普通科高校を対象として実施された結果との比較および、６月から１月

での変容を分析・考察。「学習・生活アンケート」と併せて分析・考察。 

・「研究開発校アンケート」を４月に行い生徒の地元に対する意識調査を実

施。 

・当該学年保護者を対象に、本校の「ジオパーク１」によるキャリア教育



に対する関心や、生徒の能力等についての意識を調査するための「保護

者アンケート」を７月と１２月に実施。結果について分析・考察。 

・地域の事業所を対象に、本校の「ジオパーク１」によるキャリア教育に

対する関心や、生徒の能力等についての評価を調査するための「地域ア

ンケート」を６月に実施。結果について分析・考察。 

・生徒のキャリア発達のうち情報活用能力を測るため、心理測定尺度によ

り分析・考察。 

・運営指導委員による「ジオパーク１」の取組の評価。評価結果をうけて

研究推進委員会で必要な改善策等の検討を実施。 

第３年次 

・「キャリア教育アンケート」…学校設定科目「ジオパーク２」でのキャリ

ア発達の指標として第２学年の生徒を対象に５月と２月に実施。全国の

普通科高校を対象として実施された結果との比較。昨年度からの変容を

分析・考察。「学習・生活アンケート」と併せて分析・考察。 

・「心理測定尺度」…生徒のキャリア発達のうち情報活用能力を調査するた

めに第２学年の生徒を対象に２月に実施。昨年度からの変容と併せて分

析・考察。 

・「理科アンケート」…本来履修すべき理科の「科学と人間生活」に替えて

「ジオパーク」を設定していることから、理科に関する関心・意欲や科

学的に探究する能力の育成を「ジオパーク」において図ることができた

のかを調査するために２月に実施。結果について分析・考察。 

・「保護者アンケート」…本校の「ジオパーク２」によるキャリア教育に対

する関心や生徒の能力等についての意識を調査するために第２学年保護

者を対象に１２月に実施。昨年度からの変容と併せて分析・考察。 

・「地域関係機関アンケート」…本校の「ジオパーク２」によるキャリア教

育に対する関心や生徒の能力等について評価するために地域の企業や事

業所（インターンシップの受入先）を対象に６月に実施。結果について

分析・考察。 

・運営指導委員による評価 

・授業担当教員による評価 

第４年次 

・「キャリア教育アンケート」…学校設定科目「ジオパーク３」でのキャリ

ア発達の指標として第３学年の生徒を対象に１１月に実施。全国の普通

科高校を対象として実施された結果との比較。平成２６年度からの変容

を分析・考察。「学習・生活アンケート」と併せて分析・考察。 

・「心理測定尺度（情報活用の実践力尺度）」…生徒のキャリア発達のうち

情報活用能力を調査するために第３学年の生徒を対象に１１月に実施。

平成２６年度からの変容と併せて分析・考察。 

・「保護者アンケート」…本校の「ジオパーク３」によるキャリア教育に対

する関心や生徒の能力等についての意識を調査するために第３学年保護

者を対象に１２月に実施。平成２６年度からの変容と併せて分析・考察。 

・「教員アンケート」…本校教員を対象に２月に実施。 

・運営指導委員による評価 

・授業担当教員による評価 

・卒業予定生徒のうち就職希望者の地元への内定状況の調査 

 

 



５ 研究開発の成果 

（１）実施による効果 

ア 生徒への効果 

（ア）キャリア教育アンケート 

このアンケートでは、キャリア教育を通して育成すべき基礎的・汎用的能力を構成す

る４つの能力に関する質問について回答を数値化し、これを指標とした。また、「高等

学校普通科におけるキャリア教育の実践と生徒の変容の相関関係に関する調査研究」（平

成２６年度文部科学省委託調査）の結果と本校の結果を比較した。この調査から「ジオ

パーク１・２・３」の様々な活動や進路指導の取組等が生徒のキャリア発達において有

効であったことが明らかになった。また、学びに対する意欲に行動が伴わないこと、ま

た自己肯定感を高めた生徒は多いものの全国と比較するとまだ十分ではないということ

も明らかになった。以下に詳細を示す。 

ａ 人間関係形成・社会形成能力 

 指標は第１学年後半で大きく落ち込んだが、その後は上昇に転じ、最終的には本校が

全国を上回った。第３学年最終調査で肯定的回答のうち「あてはまる」の割合が全国よ

りも高かった項目は「相手の気持ちを考えて話をする」（本校５６％、全国４８％）、

「意見は分かりやすく伝える」（本校４８％、全国４１％）、「自分ができることは何

かを考えて行動する」（本校５２％、全国４４％）、「周りの人と力を合わせる」（本

校５４％、全国４５％）である。 

ｂ 自己理解・自己管理能力 

指標は第２学年前半まで低下し続けたが、その後は上昇に転じた。第２学年後半で本

校が全国を上回ったものの、最終的には全国をわずかに下回った。第３学年最終調査で

特に肯定的回答の割合が全国よりも低かった項目は「自分にはよいところがある」（本

校６４％、全国７３％）、「ほかの人から指示される前に取り組む」（本校７５％、全

国８４％）である。一方、「苦手なことにもがんばって取り組む」の項目では肯定的回

答の割合が全国よりも高かった（本校９０％、全国８５％）。 

ｃ 課題対応能力 

指標は第１学年前半では全国をわずかに上回っていたが、第１学年後半で低下し、全

国を下回った。その後、指標は上昇に転じたものの、全国との差が埋まることはなかっ

た。第３学年最終調査で特に肯定的回答の割合が全国よりも低かった項目は「何か問題

がおきたときには、どのようにしたらその問題が解決できるかを考える」（本校７８％、

全国９０％）、「進め方や考え方がまちがっていないか、ふり返って考える」（本校 

６７％、全国７８％）である。一方、「何か問題がおきたときには、次に同じようなこ

とがおきないよう工夫をする」、「計画を立てて取り組む」の項目では全国との差はな

かった。 

ｄ キャリアプランニング能力 

指標は第１学年後半で低下したが、その後は上昇に転じた。第１学年前半から本校が

全国を下回っており、第２学年後半で全国に肉薄したものの、最終的には全国を下回っ

た。第３学年最終調査では、「仕事をすることの意味について自分なりの考えを持って

いる」などの多くの項目で肯定的回答の割合が全国と同等、あるいは上回っていた。し

かし、「勉強をすることの意味について自分なりの考えを持っている」の項目で肯定的

割合が極めて低かった（本校５８％、全国７８％）。 

ｅ その他 

・生活の充実度 



第３学年最終調査では、学校生活や学校での友人関係には概ね満足していることが明

らかになった。また、第２学年後半調査では低かった自分の将来に対する期待が大きく

高まった（第２学年後半５９％、第３学年最終８１％）。 

・意欲・態度 

第３学年最終調査では、授業、学校行事及び課外活動に対する積極性については全国

との大きな差はない。一方、家庭学習に対する積極性は著しく低迷している（本校３３

％、全国６６％）。 

・学ぶことについての意識・意味づけ 

第３学年最終調査では、第２学年後半調査と比較して「これからもっとたくさんのこ

とを学びたい」と「学校での勉強は普段の生活を送るうえで役に立つ」の項目で肯定的

回答の割合が上昇した。一方、「学校での勉強は将来の仕事の可能性を広げてくれる」

の項目では肯定的回答の割合が低下した（第２学年後半８６％、第３学年最終７８％）。 

・職業観・勤労観 

第３学年最終調査では、第２学年後半調査と比較して「自分の能力をいかせる仕事が

したい」と「人の役に立つ仕事がしたい」の項目で肯定的回答の割合が上昇し、全国と

の差はほぼなくなった。 

 

（イ）心理測定尺度（情報活用の実践力尺度） 

「情報活用の実践力尺度」とは高比良美詠子（中部大学人文学部教授）らが開発した

「心理測定尺度」の一種である。生徒のキャリア発達のうち情報活用能力を測るために

この調査を実施した。 

全体の総得点については男女とも全国（平成１３年高校生）を上回り、この３年間で

最高点であった（男子２１７．９５、女子２２６．５０）。男子は「判断力」「表現力」

「創造力」「発信・伝達力」の項目で全国を上回った。女子はすべての項目で全国を上

回った。「ジオパーク１・２・３」の様々な活動や他教科でも導入が進められているグ

ループワークやペアワークを通して、生徒は情報活用能力を向上させていったと考えら

れる。一方、男女とも「処理力」では第１学年後半調査の得点を下回っている。女子は

「表現力」で第２学年後半調査をわずかに下回った。 

 

イ 教員・学校運営への効果 

本校教員を対象にアンケートを実施し、研究開発学校の取組を通しての自身の変容に

ついて問うた。キャリア教育に対する理解の深まりについては約７割、地域と連携した

教育に対する理解の深まりについては約８割、生徒が主体となる学習に対する理解の深

まりについては約７割の教員が肯定的回答であった。これは当該学年団の教員や「ジオ

パーク３」の担当教員を中心に、教員としての資質の向上において効果があったことを

示すものである。他の学年団の教員については、研究発表会等を通して研究開発の成果

を広く共有することにより、その資質の向上に寄与した。 

学校運営への効果については、本校は本年度の重点目標の一つに「地域と連携した学

校づくり」を掲げているが、「ジオパーク３」の「研究活動・地域貢献活動」はこの点

でも非常に効果的であった。 

 

ウ 保護者・地域等への効果 

保護者を対象としたアンケートについては、回収方法を工夫したこともあり、回収率

は６５％と過去最高であった（平成２６年度５２％、平成２７年度４２％）。回収率を



高めたことで平成２６年度入学生の保護者の意識を概ね把握することができた。本校の

取組、キャリア教育、地域理解学習への興味については、肯定的回答の割合が約７割で

あった。これは、前年度までと比較するとやや低いが、むしろ実態を表したものである

といえる。しかし、本校の取組が生徒の将来にもたらす効果、郷土の伝統や文化に対す

る理解・貢献、多様な他者との協力、積極的・主体的な課題解決、将来設計に基づく学

習や活動の意義の理解については、肯定的回答の割合が前年度までと同等、あるいは上

回っていた。保護者の多くが生徒の成長を実感し、本校の取組の意義を理解しているこ

とを示す結果となった。 

研究発表会の来場者（地域住民、保護者、他校の教員等）を対象としたアンケートの

結果からは、本校の取組が十分に理解されていることが示唆された。特に「本校の地域

に貢献する活動を通じて、将来の地域を支える人材を育成する取組が将来生徒・地域の

役に立つと思うか」との問いに対しては、全ての回答者が肯定的に回答しており、「研

究活動・地域貢献活動」に対して大きな期待が寄せられていることが明らかとなった。 

 

（２）実施上の問題点と今後の課題 

  ア 地域に根差した新しいキャリア教育の推進 

本校における４年間の研究開発の成果に基づいて、地域に根差した新しいキャリア教

育を実施することができるよう計画を立案した。平成２８年度入学生から「総合的な学

習の時間」（各学年１単位）の一部を用いて実施する。（現在、平成２７年度入学生を

対象に試行中である。）概要は以下の通りである。また、この新しいキャリア教育の長

期的実施を可能にするための校内・校外の体制の整備も必要である。 

地域理解学習…第１学年１、２学期 

フィールドワーク（１日×２回）・講演会（１時間×２回） 

グループディスカッション（１時間×２回） 

イワッツ・ミッション…第１学年３学期～第２学年 

グループでの地域課題解決学習（２時間×５回）・成果発表会（３時間） 

※「ジオパーク３」の「研究活動・地域貢献活動」の後継となる活動 

インターンシップ…第２学年１学期 

事前指導・実習（４日間）・事後指導・報告会（２時間） 

 

  イ 研究開発の成果の普及 

キャリア教育や地域連携に意欲的に取り組んでいる全国の学校との連携・交流を深め

ていくとともに、本校の研究開発の成果を広く普及していく必要がある。 

 

  ウ 平成２６年度入学生の卒業後の追跡調査 

「ジオパーク１・２・３」を履修した平成２６年度入学生が過疎化と高齢化の進む地

域の振興に寄与する人材となり得ているのかを把握するために、卒業後の追跡調査を実

施し、本校の研究開発の成果を改めて検証する必要がある。 

 

  エ 保護者・地域等への周知 

現在、本校のキャリア教育や地域連携に関わる取組をホームページ等で紹介している

が、それだけで保護者や地域等への発信が十分であるとは言えない。今後の「イワッツ

・ミッション」の活動への理解・協力を得るため、周知方法等について一層の工夫が必

要である。 



   別紙１ 

 

学年 １年 学年 １年

類型 類型

科　　目 単位数 科　　目 単位数

国 語 総 合 ４ 5(+1)  ○ 総 合 実 践 ２～４

国 語 表 現 ３ 文2 文2 ビ ジ ネ ス 実 務 ２～４

現 代 文 Ａ ２ 簿 記 ２～４   4   3

現 代 文 Ｂ ４   2   2   2 2(-1) 2(-1) 2(-1) 情 報 処 理 ２～４   2

古 典 Ａ ２   2 ビ ジ ネ ス 情 報 ２～４

古 典 Ｂ ４ ジオパーク観光１ ２   2  ＊

ジオパーク観光２ ２   2  ＊

世 界 史 Ａ ２   2   2   2  ○ 子どもの発達と保育 ２～６   3

世 界 史 Ｂ ４ 生 活 と 福 祉 ２～４   2

日 本 史 Ａ ２ 2 2  選 フ ー ド デザ イ ン ２～６   2

日 本 史 Ｂ ４ 2 2    2    2  択 社 会 福 祉 基 礎 ２～６   2

地 理 Ａ ２    2    2 2 2  ○ 介 護 福 祉 基 礎 ２～６   3   3

地 理 Ｂ ４ 2 2 キ ャ リ ア 基 礎 １ 1(-1)  ＊

ジ オ パ ー ク １ １ 1(+1)  ＊

現 代 社 会 ２   2  ○ ジ オ パ ー ク ２ １ 1(+1) 1(+1) 1(+1)  ＊

倫 理 ２ ジ オ パ ー ク ３ １ 1(+1) 1(+1) 1(+1)  ＊

政 治 ・ 経 済 ２

商業 ジオパークビジネス実務 ２ 2  A  ＊

数 学 Ⅰ ３ 5(+1)  ○ 保健体育 スポーツトレーナー基礎 ２ 2  2  ＊

数 学 Ⅱ ４ 2 , 4 ( - 1 ) 2(-1) 2(-1) 文2   2   2 商業 情 報 処 理 ２～４ 2  B

数 学 Ⅲ ５ 理6 体育 ス ポ ー ツ Ⅴ １～３ 2  2

数 学 Ａ ２   2

数 学 Ｂ ２ 理2 国語 国 語 表 現 ３ 2 2

数 学 活 用 ２ 数学 数 学 Ａ ２ 2  C 2  C

農業 農 業 と 環 境 ２ 2  2 2  2

科 学 と 人 間 生 活 ２ (-2) 外国語 教 養 英 語 ２ 2 2  ＊

物 理 基 礎 ２ 2  選 外国語 中 国 語 Ⅰ ２ 2 2  ＊

物 理 ４ 4  択 文

化 学 基 礎 ２ 2  2 2 2 理 8 2 2  ○ 国語 発 展 古 典 ２ 2  d  ＊

化 学 ４    2    2 4     2    2 公民 実 践 現 代 社 会 ２ 2  2  ＊

生 物 基 礎 ２ 2 2 2 文 4 2 2 地理歴史 実 践 日 本 史 Ｂ ２ 2  e  ＊

生 物 ４ 4 地理歴史 実 践 地 理 Ｂ ２ 2  2  ＊

地 学 基 礎 ２ 数学 数 学 Ｂ ２ 2  f

地 学 ４ 数学 数 学 理 解 ２ 2  2  ＊

理 科 課 題 研 究 １ 外国語 発展リーディング ２ 2  g  ＊

国語 発 展 国 語 総 合 ２ 2  2  ＊

体 育 ⑦～⑧   3   3   3   3   2   3   3  ○

保 健 ②   1   1   1   1  ○ 商業 ジオパークビジネス情報 ２ 2  h  ＊
保健体育 スポーツトレーナー発展 ２ 2  2  ＊

音 楽 Ｉ ２ 2  ○ 商業 総 合 実 践 ２～４ 2  i

音 楽 Ⅱ ２ 体育 ス ポ ー ツ Ⅱ ３～９ 2  2

音 楽 Ⅲ ２ 商業 課 題 研 究 ２～４ 2  j

美 術 Ⅰ ２ 2  2 体育 ス ポ ー ツ Ⅴ １～３ 2  2

美 術 Ⅱ ２ 商業 広 告 と 販売 促 進 ２～４ 2  k

美 術 Ⅲ ２ 体育 スポーツ総合演習 ２～３ 2  2

工 芸 Ⅰ ２

工 芸 Ⅱ ２ 福祉 生 活 支 援 技 術 ２～12 3  l

工 芸 Ⅲ ２ 家庭 栄 養 ２～４ 3  3

書 道 Ⅰ ２ 2 福祉　こころとからだの理解 ２～12 3  m

書 道 Ⅱ ２ 家庭 食 文 化 １～２ 3  3

書 道 Ⅲ ２

国語 発 展 国 語 表 現 ２ 2  2   ＊

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 ２ 公民 時 事 問 題 ２ 2 2  ＊

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ ３   5  ○ 数学 実 用 数 学 ２ 2  n 2  n  ＊

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ ４   2   2   2   2   2   2 理科 発 展 化 学 基 礎 ２ 2  2 2  2  ＊

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ ４ 理科 発 展 生 物 基 礎 ２ 2 2  ＊

英 語 表 現 Ⅰ ２   2 農業 グ リ ー ンラ イ フ ２～６ 2 2

英 語 表 現 Ⅱ ４   4 外国語 中 国 語 Ⅱ ２ 2 2  ＊

英 語 会 話 ２

家 庭 基 礎 ２

家 庭 総 合 ４   2   2   2   2  ○   2 1(+1) 7(+1) 11(+1) 1(+1) 6(+1) 8(+1)

生 活 デ ザ イ ン ４   0 　0   6   2 文8  10   8

  1   1   1   1   1   1   1  ○

社 会 と 情 報 ２   2  ○

情 報 の 科 学 ２   1   1   1   1   1   1   1  ○

 27
28

(-1)
16

(-1)
16

(-1)

文20

理28

(-1)

 13
(-1)

 13
(-1)

 31  31  31  31  31  31  31

平成２６年度入学者教育課程表

観光
ｽﾎﾟｰﾂ

福祉 進学
観光
ｽﾎﾟｰﾂ

福祉

学

校

設

定

科

目

＊

　教科 　教科

各
　
　
学
　
　
科
　
　
に
　
　
共
　
　
通
　
　
す
　
　
る
　
　
各
　
　
教
　
　
科
　
　
（

　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
科
　
　
）

国
　
　
　
語

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る

教
科
（

専
門
教
科
）

商業

地
理
歴
史

家庭

福祉

総合

公
民

選
　
　
択
　
　
教
　
　
科

数
　
　
　
学

理
　
　
　
　
　
科

保

健

体

育

芸
　
　
　
術

外
　
国
　
語

家
　
庭

専 門 教 科 履 修 単 位 数 小 計

選 択 教 科 履 修 単 位 数 小 計
活

動

特

別

ホ ー ム ル ー ム 活 動 (L ･ H ･ R)

情
　
報

総 合 的 な 学 習 の 時 間

共 通 教 科 履 修 単 位 数 小 計 合 計 単 位 数

（備考） 平成２６年度入学生教育課程は、文部科学省より教育課程特例校の指定を受けた教育課程となります。具体的には、平成２５年度入学者の１年次に
課している「キャリア基礎（２単位）」「科学と人間生活（２単位）」を課さず、３年間を通して、「キャリア基礎（１単位）」、および、地域特
性を教材化した新学校設定科目「ジオパーク１，ジオパーク２，ジオパーク３（各１単位）」を課します。

福祉共通

必

履

修

科

目

○

２年 ３年

共通

２年 ３年

進学進学
観光
ｽﾎﾟｰﾂ

福祉 進学
観光
ｽﾎﾟｰﾂ



別紙２ 

 

学 校 等 の 概 要          

 

 

１ 学校名、校長名 

  鳥取
トットリ

県立
ケンリツ

岩
イワ

美
ミ

高等学校
コウトウガッコウ

  校長 中島 靖雄 

 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

〒６８１－０００３ 鳥取県岩美郡岩美町浦富７０８番地２ 

  電話番号  （０８５７）７２－０４７４ 

  ＦＡＸ番号 （０８５７）７２－３４４５ 

 

 

３ 学年・課程・学科別幼児・児童・生徒数、学級数 

課程 

 

学科 

 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 ８３ ３ ８４ ３ ６３ ３ ― ― ２３０ ９ 

計 ８３ ３ ８４ ３ ６３ ３ ― ― ２３０ ９ 

 

 

４ 教職員数 

校長 
 

副校長 
 

教頭 
 

主幹教諭 
 

指導教諭 
 

教諭 
 

助教諭 
 

養護教諭 
 

養護助教諭 
 

栄養教諭 
 

講師 
 

 
 
 
 

１ ０ ２ １ ０ ２５ ０ １ ０ ０ １０ 

ＡＬＴ 
 

スクールカ
ウンセラー 

事務職員 
 

司書 
 

計 
 

 
 
 
 

１ １ ６ １ ４９ 

 


